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ハーブ栽培のポイント
ハーブとは…ラテン語で “HERB” は緑の草という意味だそうですが、

日本語に訳すとしたら「薬草」とか「香草」になるのでしょうか。遠い昔から人間は、
野山の草花や木の中から香りのよいもの、薬効のあるものを暮らしに役立てる知恵を持っていました。

また味覚には、甘・酸・辛・苦と旨みがあるといわれていますが、
ハーブはこれらに “ここちよい” という感覚を加えてくれます。

ハーブは、お料理やティーにお酒、そして暮らしに心地よいアクセントになることでしょう。

無菌で保水性、通気性、排水性の高い種まき
専用培土に種まきを行ないます。ただし移植をき
らうフェンネル、ディル、コリアンダーなど播種を直
まきして栽培します。種まき後、種の大きさの2～3
倍に覆土し、好光性のバジルなどは薄く土をかけ
ます。その後、軽く鎮圧したっぷりと散水します。

丈夫な苗を育てるため、発芽直後と本葉が2～3
枚になった頃に間引きを行ないます。間引きするこ
とで日光不足や通気不足による湿害の発生など
を防ぎます。定植時期は品種により異なります
が、大きくなり過ぎる前に行ないます。

種まきから定植まで

ハーブは酸性の土壌を嫌います。遅くとも定植の
2週間前には1㎡当たりに苦土石灰150gと堆肥4Kg
ほどを混ぜ、30～50㎝位の深さまで耕します。こう
することにより理想的なフカフカした通気性と水は
けの良い土作りができます。もともとハーブは野草で
すから、ラベンダーやローズマリーのようにあまり肥
料を欲しがらないものがほとんどですが、バジルや

チャービル、パセリーなど肥料を与えれば生育が促
進されるものもあります。堆肥や腐葉土などに、緩
効性肥料を元肥として土に混ぜておき、後は追肥
として液肥を適度に与えます。
※直播きの場合は種まきの2週間前までに土づくり
を済ませておきましょう。

土づくり

散水はハーブの大きさ、用土の容器、時期、置
き場所などにより異なりますが、ハーブは多湿を
嫌いながら、水切れにも弱いものがあります。水
は鉢やプランターの上部の土が乾いたときに直接

葉にかけず土全体にたっぷりと与えます。また酷
暑期には日除け、風で傷みやすいものは風除けを
します。冬は防寒対策としてキャップや敷き藁、マ
ルチを利用します。

管理


